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   Coagumin, a new compound hemostatica, was intravenously administered to 21 patients 
with urological diseases, in whom 11 were subjected to operated on such as segmental 
cystectomy and nephrectomy. Out of 21 cases, effective results were seen in a total of 13 
cases, while the other 8 cases were unable to evaluate the effect. 


















血 剤の使 用 も単独でそ の効果を期待 す ることは
困難 と考 え られ る.今 回綜合止血剤 として血 小
板増加 お よび 血管強化作用 を有 す るCyclona-
mineとProthrombin系賦活剤 であ るVita-
minKi,および抗 プラス ミン剤で あるEpsilon-
aminocaproicacidの3種薬剤 を合 したCoagu-
min(エーザ イ株式 会社)の 提供 を受 け,種 々
の血尿患者 お よび泌尿器科 領域 の手術前後 に投
与 して臨床 的効果 を検 す ると同時に血液凝固 に
関す る2,3の 検索 を行 なったので これ らの結
果を報告す る.
■ 製 剤および投与法

























VkaminK蓼こ綜K三 ～K聾 な どヵミあ っ て,K圭 は ム
ラサ キ ウマ ゴヤ シ か ら,K2は 腐 っ た 魚粉 か ら分 離 さ
れ た,そ の 魁 のK麟 の 誘導 棒 は い ずれigNaphthoqui-
none核と そ の側 鎖 よ りな り,主 作 周 は そ の核 に あ っ
て毒 性 は そ の 側 鎖 に 関 連 す る と され る.作 用 と羅 性 の
少 い点 か らVitaminK{が最 も多 用 ぎれ,K3・K蓬は
溶 血作 用 を有 す る点 で あ ま り用 い られ て い な い.
VitaminKtの作 用 と して は 次 の 点 が あ げ られ てい
る.
a)抗 出血 作 用 二肝 にお け る プ ロ トロ ソ ビ ソの 産 生
を促 進 す る。
b)ATP産 生:TCAサ イ クル に 関与 しATP産
生 を促 す.
c)下 垂 体 絶 大作 用.
d)Predonisolone様作 用:1肖炎 的 に 働 く.






線 溶 現 象 は 手 術,悪 性 腫 瘍,白 血 病,婦 人 科 領 域
の畠 癒 な どに み られ る 癖 的 線 溶 と,激 し い 選 動 や
emotionalstress,Adrenalin注射等 の場 合 に起 る
生 理 釣 線 溶 カミあ り,勿 論 緩 嚢 の場 合 ほ 凝 固 國 子や 鎮 プ
ラス ミソの著 る し い低 下 は伴 わ ない が,重 症 線 溶 性 出
血 の際 には か な り著 る し い抗 プ ラ ス ミソ の低 下 を 来 し
て 墾、る.こ の低 下 を来 ぜ し め る の繊 プ ラス ミソの産
生 不 全 と プ ラス ミソの 活 性 化 に よ り抗 プ ラ ス ミソが 多
量 蛸 費 され るか らで あ る と さ紅 い る ・ しか し鶏
には 前 看,す なわ ち 肝 に お け る抗 プ ジス ミソ産 生 不 全








泌 尿 器 科 手 術 前 後投 与例 葺例 と血 尿 お よび小 手 術 例
10例に お い て上 述 の 如 くCoaguminを投 与 し,手 術
前 と使 用開 始 後2日 目,お よび5日 間 使 用 後 の3回 に
わ た っ て 次 の如 き検 査 を行 な った.
1)毛細 血 管 抵 抗 試 験
2)出 飽 時弱(lvy法>
3)血小 板 数(1)igds法)
4)プ ロ トロ ソ ビソ時 間(Quick/段 法)





また 検 尿 は 尿 沈 渣 中 の 赤 奮 球 数(499×)を 追 求 し
た.
1)手 衛 施行症 鋼群
Coaguminを手 術 前 後 に 使 用 した 症 例 は11例 で,
この 中男 子6例,女 子5例 で年 令 は24才か ら73才にわ
た っ てい る.疾 愚 は膀 胱 癌 が3例,そ の 他 腎絃 核 症,
腎 結石 症,膀 胱 憩室,膀 胱 結 石 症,前 立 朦 肥 大症 等 で
あ る.施 行 した 手 術 術式 は 膀 胱癌 に対 す る膀 胱 部分 切
除 術,腎 結 石 猛 に 対 す る腎 部 分 切除 術,腎 摘 除 術,

















































































































































































































































































































































































































部 分 トロ ソポ
プ ラス チ ソ時
間(Brink-
hous法)























































(前=手術前日,中=術 後2日 目,投与開始2日 目,後==術後5日 目,投与開始後6日 目)
















































































プ ラ ス ミ ン 活 性
Eug1Qbulin Fib「'Bi
。,。i・b・…1y…














































































































































よび尿沈渣所見 (前=使用前,中=使 用開始2日 目,後=5日 間使用後)









































































































































































































































































の投与を7例 に,残 りの3例 には1日20rn1を投与
した.a)毛 細血管抵抗試験は手術例におけると同様
に陰圧法で投与前,投 与後を通じて改善されたと思わ
れるものが4例,不 変が6例 であった.b)出 血時間
の検査では多少とも短縮を認めたのが4例 で他は不変
であった.c)血 小板数では投与前に比して投与後増
加を示 したのが6例 で,残 りの4例は有意義な変動を


















効2例,有 効3例,無 効3例,不 明2例であ り,全例
に副作用は認められなかった.
IV総 括ならびに考案
出血 とい う現象は1)血 管因子,2)血 液因
子,3)組 織因子 の異常 によって ひき起 され る.
すなわ ち血管 因子 としては血管存在部位,動 脈
性 または静脈性,血 管 の大 きさ,弾 性,収 縮
性,血 管内圧,壁 の透過性 その他 の 破綻で あ
り,血 液 因子 としては凝 固因子,血 小板,線 溶
酵素系,抗 凝 固系,抗 線溶系 お よび これ らに影
響 をお よほ すホルモン..ビタ ミソな どが あ り,
組織 因子 としては組織 ア クチベー ターな どが あ
る といわれ る4)こ のそれぞれ の失調 に対す る
処 置 と し てCyclonamine,VitaminK1,
Epsilon-aminocaproicacidが有 力 となって く
る.
Cyclonamineは血小板 の 増 加作 用,血 餅収
縮能,血 管 の収縮作用 な どを有す る.ま た手術
的侵襲 の 際 に 一時 的 全血 凝固性の 充進がみ ら
れ,か か る際に トロソポプラスチ ソ製剤を投 与
す ると 血管内血液凝固を 来 してshockにおち
入 る 危 険性 があ ると されてい るが,Cyclona-
mineには この ような 危険 がないのも有利 な点
である.Epsilon-aminocaproicacidの作用機
序に関連 して実際問題 として線 溶現象がお こる
か否 かは,plasminogenの濃度が一定 で ある限
りactivatorの濃度 とinhibitorの濃 度差 に
ょるので あるが,手 術 時には抗 プ ラス ミンの消
費に よ りその低下を来 すので抗 プラス ミン剤 の
投与が必要 となって くるのであ る.ま たVita-
minK,は 効果 が発現 するのに6時 間か ら10時
間,Cyclonamineは30分～60分で あらわれ,
Epsilon-aminocaproicacidは3～4時間以内
に血 中 より消失す る といわれ る.
著者等 の21例の使用経験を まとめてみ るとそ
の出血成因が何で あれ,手 術例お よび非手術例
582
を通 じて凝血学的,尿 所見および術後経過から











効4例,有 効9例,無 効6例,不 明2例 の結果
久世他=新綜合止血剤Coagumi篇使用による止血効果について
を 得 た.
2)毛 細 血 管 抵 抗 の 改 善,出 血 時 間 の 短 縮,
プ ラ ス ミ ン 活 性 の 異 常 例 の 改 善 を 認 め た が,プ
冒 トロ ン ビ ソ 時 間 お よ び 部 分 トロ ン ボ プ ラ ス チ
ソ 時 間 に 関 し て は 認 む べ き 効 果 は な か っ た.
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